
令和６年度予算案の概要

旭川市長　今津　寛介



人的支援

令和６年能登半島地震の被災地支援

物的支援等

義援金

▶応急給水（職員４名・給水車）
　（第１次）1/10～1/18（第２次）1/13～1/22　
　 珠洲市及び七尾市での応援給水業務
▶JMATによる医療チームの派遣（職員５名）
　（期　間）2/11～2/17
    石川県内での医療支援業務
▶保健師等の応援派遣（職員７名）
　（第１次）2/4～2/10（第２次）2/8～2/14
　 金沢市内の避難所の巡回、健康管理業務

▶石川県への義援物資の送付（1.5次避難所）
　野菜ジュース：1,000本（2/1送付）
　アルファ化米：2,000食（2/2送付）
　毛　　　　布：1,000枚（調整中）
　バイオトイレ：  　  6基（調整中）
▶被災者の市営住宅の一時入居
　家賃免除（最長１年）　　　　　　など

▶本市からの義援金：100万円
▶義援金の募集
　福祉保険課、総合庁舎１階総合案内、各支所



旭川市の防災の取組

上水道耐震化率

防災関係予算 備蓄状況（令和５年度末）

防災に関する連携協定先 10５

情報・広報対策や、
医療救護、燃料物資、
建築土木、輸送など

食品

主食（アルファ化米等） 54,134食

補食（栄養機能食品等） 19,800食

乳児用ミルク・離乳食 1,724食

生活必需品

災害用毛布 6,460枚

防災マット 6,900枚

災害用寝袋 6,384枚

簡易トイレ 175基

1,５７１万円

下水道耐震化率

行政機関や民間企業･
団体と締結

（全国平均）

80.3％

87.１％

41.2%

56%

※令和３年度 基幹管路

※令和４年度 全ての管渠
※重要な幹線等
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今年度の主な取組１



　いじめ防止・教育・子育て支援



いじめ問題再調査委員会

●令和４年度　　４回開催

●令和５年度　　11回開催
（令和６年１月現在）

聴取→検討→提言と着実な議論

　　～調査継続中～

令和３年１０月２８日
市議会令和３年第３回定例会

代表質問で「私としては、い
じめであると認識」と答弁

令和４年１２月２２日
旭川市いじめ問題再調査委員会
第１回会議



旭川モデルの推進　　～再発防止も大きな使命～

●令和5年7月14日
　こども家庭庁支援局　吉住局長と面談

● いじめの積極的な把握

・学校からのいじめの疑いを含めた事案の全件報告

● 「地域におけるいじめ防止対策の

　体制構築の推進」事業採択

前年比３．４倍の認知件数（4,517件）

・全国8自治体の採択
・2,769万円の事業受託（8自治体中最大）
　　北海道旭川市、大阪府堺市、大阪府八尾市、熊本県熊本市、
　　千葉県松戸市、三重県伊勢市、大阪府箕面市、福岡県

※令和5年12月現在

● 多様なツールで相談対応

・専門職を配置したいじめ・不登校専門相談窓口の開設
　 相談人数　Ｒ４年度 ２人 → ８６人

・旭川市子どもSOS　電話114件、手紙4件
・チャットによる相談　　156件

いじめ防止対策推進部の取組

※令和5年12月現在



○令和5年度発生件数　２件
　・生命心身財産重大事態　１件
　・不登校重大事態　1件

被害者救済と再発防止の徹底のため、

不登校重大事態として協議中

※いじめ防止対策推進部に 
      相談があったいじめ事案のうち

　　　　　　　３０日以上欠席　12件

○被害児童生徒・保護者への聴き取り・心のケア
○学校・教育委員会との連携によるきめ細かな支援
　・学校ヒアリング　49校
　・学校いじめ対策組織会議参加　14校
　・いじめ対応の検証と再発防止に係る学校支援　
                                                            18校

○いじめ対策会議　44回
○緊急支援チームの学校派遣　53校
　　　　（相談事案などの困難ケース）

● 情報の一元化と迅速な初動対応

● 児童生徒への継続的な支援

● いじめの重大事態の把握

旭川モデルの推進
いじめ防止対策推進部の取組

　　～再発防止も大きな使命～



子育て支援の充実　　～大胆かつ迅速に支援を実施～

・令和5年8月から実施（※受給者証の更新時期）

・中学生まで助成
・所得制限撤廃
・自己負担なし（保険適用分）

給付型奨学金制度の創設

・令和6年度の大学等入学予定者を対象
・入学準備金の支給　
　（自宅通学30万円、自宅外通学50万円）
・奨学金の支給
　（2年生以降、毎年10万円）

・食材価格の高騰に対応するため、給食費の
　改定に伴う増加分を全額公費負担

子育て世帯等多子加算給付金

　学校給食費支援

・物価高騰による負担軽減のため子育て世帯へ給付
・第1子5,000円　第2子5,000円　第3子10,000円

・一人当たり　450円/月　5,400円/年
　（※中３のみ　425円/月　　5,100円/年）　

・令和5年度に出生した乳児の養育者へ支給
・乳児一人当たり50,000円
（国の給付金と合わせて150,000円)

医療費無償化

子育て応援緊急給付金

　中学生まで



　健幸福祉都市



スマートウエルネスあさひかわプランの策定
【プランの概要】
●令和5年6月策定

●身近で気軽にできる「あるく」ことをきっかけと
　した健康づくりの取組を推進

●3つの柱で重点プロジェクトを推進
　①ひとの健幸づくり～ヘルスケアへの興味・関心の向上など

　②くらしの健幸づくり～地域での健幸づくりの機会充実など

　③まちの健幸づくり～安全で安心な健康増進環境の整備など

令和5年5月25日
市政アドバイザー就任
元厚生労働省健康局長

宇都宮　啓　氏　

令和5年8月30日
スマートウエルネスプラン策定記念

「健幸づくり講演会」で講演　



●地域まるごと支援員の活動継続中（８人）

R5年度活動実績（１２月末時点）

【地域づくり支援】

●各地域において、福祉的な困り　
　ごとを整理して、解決に向けた　
　協議を行っています

●人材や社会資源を発掘・活用して、
　地域で課題解決を図る取組をバック
　アップしています
（高校生の除雪ボランティアを調整）

【個別支援】
●公的な福祉制度の活用が難しい人
　に対して、関係機関と連携し包括
　的に支援しています
（生活再建に向けたゴミ屋敷清掃）

・令和5年12月　(株)湧心様と協定締結

●指定福祉避難所に係る協定の締結

日頃施設を利用している医療的ケア児・家族
の安全・安心な避難が可能に対応人数279人　延べ件数4,619件

（うち１８８人対応完了）

・令和5年11月 重度障がい児支援 花色 訪問



　除排雪先進都市



除排雪体制の更なる充実

● 除排雪費過去最大の当初予算

・35億2,150万円を計上

・生活道路の排雪2回を継続

● ICTを活用した除雪DXの推進

【映像鮮明化装置の活用】
・カメラ映像をリアルタイムで鮮明化しモニター表示
・今季は22回(1月末現在)出動し除雪を実施

除雪作業をサポートし安全・安心を確保

【積雪センサーの実証実験】
・積雪センサーを市内3か所に配置
　→ 東光除雪センター、西神楽郊外、
　　 東鷹栖郊外
・リアルタイムで設置個所の状況を把握
　→ 現場からは除雪の出動判断や作業完　　　
　　 了の確認が容易になったとの声

● 除雪機等の運転免許取得支援
・担い手不足に対応するため、取得運転免許
　助成に運転技能講習を拡充
【運転免許取得助成メニュー一覧】
・大型自動車免許　　　 　　　10万円
・大型特殊自動車免許　　　　　6万円
・車両系建設機械運転技能講習　2万円

　　～持続可能な体制構築に向けて～

● 除雪グレーダの導入

・令和5年12月導入
・防衛省の補助金を活用



市民・関係機関との連携

● 旭川市雪対策基本条例の制定

・令和5年9月　条例施行
・市の責務、市民と事業者の役割等を制定

雪対策の理解と、雪処理のルール・マナー
を守ってもらうことが主眼

● キックオフミーティングの実施

・令和5年12月　開催
・国・北海道・旭川市・警察の連携

誰もが安心して暮らせる冬期の生活
環境の確保に取り組むことを宣言

　　～持続可能な体制構築に向けて～



　経済・まちづくり



旭川空港初の国内LCC定期便ジェットスター・ジャパン就航

● 成田空港到着後13空港へ

● 就航発表までのスケジュール

・ 観光など国内の利便性向上、欧米豪の世界　

　各都市とつながり、道北経済の起爆剤に！

・令和5年4月10日　WEB会議
・令和5年6月30日　市議会で関連補正予算可決
・令和5年9月11日　共同記者会見

迅速な判断・対応が就航の決め手に！

12月搭乗率 75.8%（乗降客数：4,182人）

国内空港（8空港）
福岡･那覇･熊本･松山
関西･高松･大分･鹿児島

国際空港（5空港）
マニラ･上海･台北
ケアンズ･ブリスベン

※令和6年2月～10月の
　フライトスケジュール　
　のうち乗継可能最大時

・ 国内線18路線・国際線12路線運行！
（※令和6年2月～10月のフライトスケジュールより）



ユネスコ創造都市ネットワーク

2024サブネットワーク会議開催決定！！

● ネットワークの概要
・世界350都市が７つの分野に加盟

デザイン　文学　映画・音楽　食文化
クラフト＆フォークアート　メディアアート

・デザイン分野での加盟は49都市

● 開催都市決定までの経過
デザイン分野加盟49都市

・令和5年6月22日　プレゼンテーション参加
【旭川・ソウル（韓国）・ドバイ（アラブ首長国連邦）】

・令和5年7月4日～7月31日
　本市を含む3都市への投票が行われ開催が決定

・投票した28市中21市が旭川に投票



企業誘致の推進
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（件） 企業誘致件数

●令和5年度誘致数は6社。過去30年間で最多の誘致件数！

●令和5年度より、旭川市ＩＴ企業進出支援補助金を創設しIT企業の進出を後押し！

　　～新たな制度創設による積極的な活動～

うちIT関連
企業２件 Ｒ５立地企業

㈱恵和ビジネス 中心
市街地 印刷業

北海道AGRI 
FROZEN㈱ 工業団地 食品加

工
HOKKAIDO
農業テラス㈱ 工業団地 農業生

産法人

㈱まえびー 東光 情報
サービス

㈱オールワークス 中心
市街地

情報
サービス

みらいコンサルティング
グループ

中心
市街地

コンサル
ティング



　観光・スポーツ



アイスフォールイルミネーション

●あさひかわ街あかりイルミネーション

開催期間：2023.11.25～2024.3.3
点灯時間：16:30～23:00

電球数が21万球に大幅スケールアップ！
とびきり輝く冬をどうぞ！

● 旭川冬まつり×ドラゴンクエスト

・令和6年2月7日～2月12日

世界最大級の大雪像は、ドラゴンクエスト
の世界観をイメージした城をモチーフに、
人気キャラクターの「スライム」、「ドラ
キー」そして「竜王」が登場！

ドラゴンクエストの冬まつりへ
の参加と冬まつり６５周年を記
念した特別ピンバッチ



旭川スポーツみらいアンバサダー

星野　伸之　氏
（令和５年6月17日就任）

北口　榛花　氏 
（令和５年１０月20日就任）

町田　瑠唯　氏
（令和5年１２月３日就任）

●旭川市出身の元プロ野球選手で
　投手として活躍（通算176勝）
●6月17日にスタルヒン球場で子　
　ども野球教室を開催

●高校から始めたやり投げで活躍
　中（日本記録67m38保持）
●2023年世界選手権優勝、ダイヤ
　モンドリーグ・ファイナル優勝

●小学校からバスケットボールを
　始め富士通レッドウェーブで活
　躍中（東京オリンピック2020
　銀メダル獲得）

～旭川市出身・ゆかりのある方が
　スポーツに関する活動を実施～



　一次産業・ゼロカーボン



●旭川食のアンバサダー ●旭川グリーンアンバサダー

【下國　伸　氏】
●令和5年4月7日　就任
●CHEF-1グランプリ2021
　で優勝
●延べ11回の活動実績
（食の応援隊、商品開発、　
　イベント出席など）

●本市の農畜産物や食文化に関するPR及び情報発信

●本市の食に関する事業・イベントへの参加、協力

令和5年度の主な活動実績

7月29日
ASAHIKAWA北極星キャンプ

８月６日
食の応援隊結成

９月１６日～１８日
北の恵み食べマルシェ
「下國伸フードラボ」

【吉田　小夏　氏】
●令和4年1月14日　就任
●「ミス・アース・ジャパン
　2021
●延べ42回の活動実績
（講座・植樹イベントなど）

●地球温暖化対策に資するイベント等への参加、協力

●その他、地球温暖化に資する活動　など

令和5年度の主な活動実績

7月６日、１０日、１８日、１９日
小学校への環境出前講座

１０月１日
ゼロカーボン植樹

１０月24日
旭川未来会議2030報告会
（環境分野）

食べマルシェでは各５００食を３日間提供し３０００食完売
旭川産食材：トマト、インゲン豆、黒大豆　南さつま産食材：黒豚の軟骨



旭川の可農性無限大～農業の付加価値向上と持続可能な未来のために～

● 泉大津市との農業連携協定

・令和5年8月24日　協定締結
・泉大津市の給食に有機JAS認証取得の旭川産米
　20トンを提供

今後、有機農産物の支援と泉大津市の交流を想定

● 若手農業者との意見交換

旭東地区若手農業者

旭川地域青年農業者連絡協議会

・令和5年8月31日　開催
・スマート農業や資材の
　高騰等について意見交換
・スマート農業機器の操作
　を体験

・令和5年11月30日　開催
・旭川未来会議2030の流
　れをくんで若手農業者と
　意見交換
・下國シェフによる農産物
　を活用した料理の試食会

意見・体験を今後の施策に活かすことを想定



地球温暖化対策の推進～ゼロカーボンシティの実現に向けて～

● 旭山動物園　ゼロカーボンZOO ● ASAHIKA.WARMBIZ
・実施期間　令和5年12月1日～令和6年3月31日
・市役所執務室の温度を19℃を目処に調整
・ウォームビズの実施を庁内放送で呼びかけるなど
　取組を推進

● デコ活宣言・デコ活応援団参画
・令和5年10月23日　宣言
・脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを作る国民
　運動に市も参画し温暖化対策を更に推進

二酸化炭素(CO2)を
減らす(DE)脱炭素

(Decarbonization)と、
環境に良いエコ(Eco)
を含む「デコ」と活
動・生活を組み合わ

せた新しい言葉

・地域循環型ペレットストーブ3台導入
（令和5年11月11日の冬季営業から稼働開始）

【設置場所】●いこいの広場休憩所　
　　　　　　●東門エントランス　●イベントホール

・ペレットの原材料は、園内で伐採された樹木や　
　刈草などを使用し地域循環

園内全てのエネルギーを再生可能エネルギーとすること
を目指し、持続可能な動物園運営に向けた挑戦の第１歩！



　ＤＸ・市役所改革



DXの積極的な活用

●AIチャットボットの運用開始 

・令和5年10月2日　導入
・市民の問合せに365日24時間対応
・職員専用のシステムも導入し業務効率化を推進
・利用実績　市民63,630件、職員17,140件（～R6.1.21）

●ノーコードアプリ開発の推進 
※ノーコード：プログラミングの知識がなくてもアプリを開発できるツール

・令和5年5月31日　ノーコード宣言シティ　宣言
・23アプリが本格運用、150超のアプリを開発
中 【キントーン活用事例】

【キントーン活用事例】
子育て世帯等給付金アプリの運用
　

旭川市独自の子育て世帯に対する
多子加算給付金をオンラインで申
請
　
職員は受け取った申請データから
必要な帳票をワンクリック作成

粗大ごみの受付　オンライン化
（開発中）
　

平日９～17時の電話受付が
スマホなどからいつでも可能に
　

毎日1人で400件以上の電話を
受ける業務の改善へ

RPAやAI-OCRの活用により定型業務の自動化等により令和４～5年度の業務時間を

17課３５業務5,516時間削減（職員の給与換算で約1,150万円）
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●ふるさと納税による財源確保 

ふるさと納税寄附額の推移
（億円）

（見込み）

約4.8億円

●行財政改革推進プログラムの改訂 

・令和5年度は3回の審議会で議論
・令和5年11月7日　答申（総論は以下の視点）
　①DXの推進による行財政改革
　②利用者視点での分かりやすい行財政改革
　③データに基づく客観的な判断
　④選択と集中
　⑤財源の維持・確保

上記の視点を持ちながら改訂に向けた作業

・魅力ある返礼品の発掘、積極的なプロモーションの　
　推進により着実に寄附額が増加
・頂いた寄附金は、まちの賑わい・魅力づくり、
　こども・子育て、福祉・医療など様々な分野で活用

●行政評価・全事業見直しの実施 

・行政評価において、経常費255事業を対象に評価
　8事業・27施設に「見直し」1施設に「廃止」評価
・全事業見直しにおいて、全17事業の臨時費に指示
　15事業の見直し、2事業の廃止



重要課題を担う３つの新たな部署の創設

いじめ防止対策推進部

行財政改革推進部

女性活躍推進部



　国・道・他都市との連携



国・道・他都市との連携～旭川のみならず、上川、北海道
　　　そして、全国地方自治体のために～

小中学校へのエアコン設置に係る

緊急要望

公益社団法人　日本下水道協会

副会長に就任

）

空港で結ぶ友好都市提携に関する協定締結

（大阪府豊中市・旭川市）

中核市市長会

監事・国会議員の会担当に就任
上川地方総合開発期成会会長として要望活動

空

１市8町の連携　旭川大雪圏域市長・町長サミット

　　　　　　　　　同時にたいせつどうぶつ愛護憲章の
　　　　　　　　　　　　　　　制定について共同発表


